
　

碧
南
市
藤
井
達
吉
現
代
美
術
館
は
、
令
和
５
年
度
に
画
家
の
故
杉
本
健
𠮷
氏
の
ご
遺

族
か
ら
同
氏
が
収
集
さ
れ
た
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
と
自
作
を
含
む
２
６
５
点
の
作
品
と
資
料

66
件
の
ご
寄
贈
を
受
け
ま
し
た
。

　

そ
の
寄
贈
絵
画
２
６
５
点
の
内
訳
は
、
杉
本
氏
自
身
の
作
品
が
２
０
８
点
で
、
残
り

の
57
点
は
本
人
が
収
集
さ
れ
た
も
の
で
し
た
。
膨
大
な
点
数
の
た
め
詳
細
な
調
査
報
告

に
は
も
う
少
し
時
間
が
必
要
か
と
思
い
ま
す
。
と
く
に
杉
本
作
品
の
風
景
ス
ケ
ッ
チ
に

つ
い
て
は
、
取
材
場
所
が
多
岐
に
渡
っ
て
い
る
関
係
か
ら
取
材
場
所
や
制
作
年
な
ど
に

つ
い
て
の
調
査
を
慎
重
に
進
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

さ
て
今
回
の
紀
要
で
は
、
杉
本
健
𠮷
氏
が
収
集
・
所
蔵
さ
れ
た
作
品
（
以
下
杉
本
コ

レ
ク
シ
ョ
ン
）
に
つ
い
て
の
紹
介
を
い
た
し
ま
す
。

　

杉
本
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
特
色
は
、
形
成
の
骨
格
と
な
っ
て
い
る
の
が
杉
本
氏
と
直
接

交
流
の
あ
っ
た
作
家
の
作
品
、
も
し
く
は
彼
自
身
の
制
作
上
に
お
い
て
重
要
と
思
わ
れ

る
作
品
で
構
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
す
。

　

と
く
に
杉
本
氏
が
師
事
し
、
終
生
敬
愛
し
て
や
ま
な
い
岸
田
劉
生
（
１
８
９
１‒

１
９
２
９
）
の
作
品
類
が
21
点
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
次
に
多
い
の
が
杉
本
氏
と
共
に

奈
良
の
観
音
院
で
修
行
に
励
ん
だ
須
田
剋
太
（
１
９
０
６‒

１
９
９
０
）
の
13
点
、
そ

し
て
杉
本
氏
が
制
作
上
に
お
い
て
関
心
を
持
っ
た
朝
鮮
の
民
画
15
点
や
東
大
寺
塔
頭

観
音
院
住
職
の
上
司
海
雲
（
１
９
０
６‒

１
９
７
５
）
か
ら
譲
り
受
け
た
伝
・
文
徴
明

（
１
４
７
０‒
１
５
５
９
）
の
巻
子
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
ら
の
作
品
に
つ
い

て
紹
介
す
る
前
に
、
先
ず
は
画
家
・
杉
本
健
𠮷
に
つ
い
て
の
簡
単
な
紹
介
と
岸
田
劉
生

（
以
下
劉
生
）
と
の
師
弟
関
係
に
つ
い
て
述
べ
て
お
き
ま
す
。

　

杉
本
健
𠮷
は
明
治
38
年
名
古
屋
市
に
生
ま
れ
、
平
成
16
年
に
満
98
歳
で
亡
く
な
る
ま

で
画
家
と
し
て
幅
広
く
旺
盛
な
活
動
を
続
け
ま
し
た
。
彼
は
愛
知
県
立
工
業
学
校
の
図
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案
科
を
大
正
12
年
に
卒
業
し
、
観
光
ポ
ス
タ
ー
な
ど
の
図
案
業
を
営
み
な
が
ら
絵
画
制

作
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。
20
歳
の
時
に
、
関
東
大
震
災
後
京
都
に
移
り
住
ん
で
い

た
劉
生
を
訪
ね
、
弟
子
入
り
を
許
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
昭
和
４
年
の
劉
生
没
後
は

梅
原
龍
三
郎
に
師
事
し
、
戦
中
か
ら
戦
後
に
か
け
て
の
奈
良
・
大
和
地
域
を
描
い
た
作

品
に
よ
っ
て
、
洋
画
や
日
本
画
と
い
っ
た
ジ
ャ
ン
ル
の
垣
根
を
越
え
た
表
現
の
画
風
を

確
立
し
ま
し
た
。
戦
後
、吉
川
英
治
の
連
載
小
説
『
新
・
平
家
物
語
』
や
『
私
本
太
平
記
』

な
ど
の
挿
絵
を
担
当
し
、
全
国
的
に
そ
の
存
在
が
知
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
も
世
界
の

各
地
を
訪
れ「
つ
く
り
絵
は
好
み
ま
せ
ん
。
生
ま
れ
る
絵
を
あ
こ
が
れ
ま
す
」を
信
条
に
、

自
由
闊
達
な
表
現
に
よ
る
臨
場
感
あ
ふ
れ
る
作
品
を
誕
生
さ
せ
て
多
く
の
人
々
を
魅
了

し
、
平
成
16
年
に
満
98
歳
で
絵
筆
を
置
く
ま
で
生
涯
現
役
を
全
う
し
た
画
家
で
し
た
。

　

さ
て
、
杉
本
健
𠮷
と
劉
生
の
出
会
い
で
す
が
、
大
正
12
年
の
関
東
大
震
災
で
被
災
し

た
劉
生
は
、
当
地
の
支
援
者
で
あ
っ
た
鈴
木
鎌
造
と
片
野
元
彦
の
手
配
に
よ
り
、
京
都

へ
転
居
す
る
途
中
で
一
時
名
古
屋
に
滞
在
し
ま
し
た
。
こ
の
時
、
滞
在
先
と
な
っ
た
の

は
名
古
屋
の
南
武
平
町
に
あ
っ
た
片
野
元
彦
の
家
で
し
た
。
こ
の
片
野
は
劉
生
の
下
で

洋
画
を
学
び
、
草
土
社
の
公
募
展
に
応
募
し
入
選
し
た
人
物
で
、
戦
後
は
国
画
会
で
染

色
家
と
し
て
名
を
な
し
て
い
ま
す
。
な
お
、
こ
の
片
野
家
は
薬
問
屋
を
営
ん
で
い
た
家

系
で
、
劉
生
の
父
・
吟
香
と
親
し
い
関
係
に
あ
り
ま
し
た
。（
註
１
）

　

杉
本
の
話
に
よ
れ
ば
、
大
正
12
年
９
月
18
日
の
夜
に
鈴
木
鎌
造
に
連
れ
ら
れ
て
、
劉

生
の
滞
在
先
の
片
野
家
へ
行
き
劉
生
に
会
っ
た
と
の
こ
と
。
し
か
し
、
劉
生
日
記
に
は

「
夜
鈴
木
鎌
造
君
来
訪
」
と
記
さ
れ
て
い
る
の
み
で
、
当
時
18
歳
で
あ
っ
た
杉
本
の
名

前
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
正
式
に
彼
が
弟
子
入
り
と
な
っ
た
の
は
二
年
後
の
大
正
14

年
20
歳
の
時
で
、
京
都
の
南
禅
寺
草
川
町
に
転
居
し
て
い
た
劉
生
を
訪
ね
入
門
を
許
さ

れ
ま
し
た
。
そ
の
頃
の
劉
生
は
、「
江
賀
海
鯛
（
エ
ガ
カ
イ
タ
イ
）
先
生
」
と
自
称
し

中
国
の
宋
元
画
や
初
期
肉
筆
浮
世
絵
の
収
集
に
熱
中
し
、
自
身
の
作
品
も
東
洋
画
的
な

傾
向
の
も
の
が
多
く
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

さ
て
入
門
を
許
さ
れ
た
杉
本
で
す
が
、
京
都
か
ら
鎌
倉
の
長
谷
に
移
っ
た
劉
生
か
ら

内
弟
子
の
誘
い
が
あ
っ
た
と
の
こ
と
。
し
か
し
、
こ
の
件
に
つ
い
て
は
家
庭
の
事
情
を

話
し
、
丁
重
に
お
断
り
を
し
て
名
古
屋
か
ら
鎌
倉
へ
夜
汽
車
で
通
い
、
本
格
的
な
指
導

5
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を
受
け
た
と
言
い
ま
す
。（
註
２
）
こ
の
劉
生
か
ら
の
直
接
的
な
指
導
は
、
昭
和
４
年
に

劉
生
が
急
逝
す
る
ま
で
の
お
よ
そ
５
年
間
と
い
う
短
い
期
間
で
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、

後
日
の
回
顧
に
お
い
て
、
絵
に
つ
い
て
の
骨
格
つ
く
り
を
劉
生
か
ら
得
る
こ
と
が
出
来

た
と
語
っ
て
い
ま
す
。（
註
３
）
こ
う
し
た
師
弟
関
係
の
な
か
、
杉
本
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

と
な
っ
た
劉
生
作
品
に
つ
い
て
は
次
の
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　

①�

《
劉
生
・
麗
子
像
》
鉛
筆
、
紙　

額
装　

１
９
２
８
年
（
昭
和
３
）
制
作　

縦
21.4

×
横
19.0
㎝

　
　

�

こ
の
素
描
は
ス
ケ
ッ
チ
を
す
る
劉
生
と
そ
れ
を
の
ぞ
き
込
む
麗
子
が
描
か
れ
て
い

る
貴
重
な
も
の
で
す
。

　

②��

《
竹
林
七
童
図
》
紙
本
着
色
、
墨
書　

軸
装
（
共
箱
）
１
９
２
６
年
（
大
正
15
）

制
作　

縦
124.0
×
横
34.1
㎝�

「
劉
生
の
会
鑑
定
証
Ｎ
ｏ
．
６
３
５
」

　
　

�

劉
生
は
日
本
の
画
家
で
は
富
岡
鉄
斎
の
作
調
に
関
心
を
持
っ
て
お
り
、
こ
の
作
品

も
自
由
奔
放
な
筆
使
い
や
豊
か
な
彩
色
か
ら
そ
の
影
響
が
窺
え
ま
す
。

　

③�

《
茄
子
》
紙
本
着
色
、
墨
書　

軸
装　

１
９
２
７
年
（
昭
和
２
）
５
月　

縦
29.0
×

横
21.5
㎝�

「
劉
生
の
会
鑑
定
書
Ｎ
ｏ
．
６
３
７
」

　
　

�

劉
生
の
日
本
画
は
南
画
的
な
描
法
と
院
体
風
の
写
生
に
大
別
さ
れ
ま
す
が
、
こ
の

作
品
は
そ
の
中
間
的
な
表
現
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

作
品
①
か
ら
③
に
つ
い
て
は
、
杉
本
が
戦
前
か
ら
所
蔵
し
て
い
た
も
の
と
い
え
ま

す
。
そ
れ
は
、
ご
遺
族
が
整
理
・
編
集
さ
れ
た
『
絵
描
き
杉
本
健
𠮷
の
昭
和
20
年‒

１
９
４
５
年
の
手
帳
よ
り‒

』（
２
０
２
０
年
２
月
10
日
発
行
）に
収
録
さ
れ
て
い
る「
應

召
後
の
処
置
」
の
文
中
に
・
・
・
・
岸
田
劉
生
氏
の
日
本
画
（
竹
林
七
童
、
茄
子
図
、

麗
子
素
描
〈
先
生
の
側
に
立
て
る
〉）
は
岸
田
氏
を
よ
く
識
る
人
以
外
に
は
渡
さ
ざ
る

こ
と
・
・
・
・
と
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
終
戦
の
年
に
書
か
れ
た
手
帳
の
最

後
の
頁
に
、
杉
本
本
人
が
来
る
べ
き
応
召
に
備
え
、
家
族
へ
の
遺
言
と
思
わ
れ
る
記
述

が
あ
り
、
そ
の
文
中
か
ら
の
抜
粋
で
す
。
他
に
も
「
絵
の
こ
と
は
鈴
木
鎌
造
氏
、
大
谷

房
吉
氏
に
一
任
の
事　

希
望
《
博
物
館
中
央
》
は
個
人
の
所
蔵
で
な
く
、
例
え
ば
奈
良

①　岸田劉生《劉生・麗子像》 
1928 年

7 6

研
究
紀
要

 

杉
本
健
𠮷
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
つ
い
て



②　岸田劉生《竹林七童図》 
1926 年

③　岸田劉生《茄子》 
1927 年

7
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④　岸田劉生《漁礁問答》 
昭和初期

⑤　岸田劉生《茄子と蓮根》 
1926 年

博
物
館
あ
た
り
へ
献
納
し
た
し
。
絵
の
こ
と
は
小
生
戦
死
後
に
処
理
さ
れ
た
し
。」
な

ど
自
身
の
作
品
を
含
め
た
指
示
が
記
載
さ
れ
た
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
作
品
紹
介
に
戻
り
ま
す
。

　

④���

《
漁
礁
問
答
》
紙
本
着
色
、
墨　

軸
装
（
共
箱
）
昭
和
初
期　

縦
137.0
×
横
34.3
㎝

�

「
劉
生
の
会
鑑
定
書
Ｎ
ｏ
．
６
３
３
」

　
　

�

こ
の
作
品
は
、
ま
さ
に
富
岡
鉄
斎
を
意
識
し
た
も
の
で
劉
生
ら
し
い
軽
妙
な
筆
致

が
窺
わ
れ
ま
す
。

　
　

�

な
お
、
こ
の
作
品
は
１
９
７
６
年
（
昭
和
51
）
の
愛
知
県
美
術
館
で
の
「
岸
田
劉

生
展
」
に
出
品
。

　

⑤�

《
茄
子
と
蓮
根
》
絹
本
着
色
、
軸
装
（
共
箱
）
１
９
２
６
年
（
大
正
15
）
３
月　

縦
29.0
×
横
26.8
㎝�

「
劉
生
の
会
鑑
定
書
Ｎ
ｏ
．
６
３
８
」

　

�　

�

こ
の
作
品
も
１
９
７
６
年
（
昭
和
51
）
の
愛
知
県
美
術
館
で
の
「
岸
田
劉
生
展
」

に
出
品
。

　
　

題
名
は
《
蓮
根
茄
子
図
》
と
表
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

⑥�

《
三
柿
三
色
》
紙
本
着
色
、
墨　

軸
装　

大
正
末
期
？
（
調
査
中
）
縦
26.5
×
23.5
㎝

　
　

南
画
的
描
法
で
よ
く
題
材
と
し
た
柿
を
モ
チ
ー
フ
と
し
た
作
品
で
す
。

　

⑦
《
籠
中
競
甘
》
紙
本
着
色　

額
装　

大
正
末
期
？
（
調
査
中
）
縦
27.2
×
横
24.1
㎝

　
　

南
画
的
描
法
で
籠
盛
に
し
た
甘
味
を
誇
る
果
実
な
ど
を
描
出
し
て
い
ま
す
。

　

⑧
《
四
時
有
甘
》
紙
本
着
色
、
墨　

軸
装　

１
９
２
６
年
（
大
正
15
）
縦
145.8
×
横
38.6
㎝

�

「
劉
生
の
会
鑑
定
証
Ｎ
ｏ
．
６
３
６
」

　
　

�
春
夏
秋
冬
を
代
表
す
る
果
実
を
鉄
斎
風
の
描
法
を
用
い
、
色
彩
豊
か
な
作
品
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

⑨
《
猫
と
小
唄
》
紙
本
墨
画
、
墨
書　

軸
装　

制
作
年
調
査
中　

縦
34.2
×
横
63.4
㎝　
　

「
劉
生
の
会
鑑
定
書
Ｎ
ｏ
．
６
３
４
」

　
　

�

猫
を
主
と
し
た
都
々
逸
風
の
小
唄
を
墨
書
し
た
作
品
で
、
横
堀
角
次
郎
の
箱
書
き

が
あ
り
ま
す
。

　

⑩
《
猫
の
恋
》
紙
本
着
色
、
墨　

軸
装　

制
作
年
調
査
中　

縦
35.9
×
横
7.3
㎝
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⑧　岸田劉生《四時有甘》 
1926 年

⑨　岸田劉生《猫と小唄》 

⑥　岸田劉生《三柿三色》 ⑦　岸田劉生《籠中競甘》 
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⑪　岸田劉生《竹林七童図》 ⑩　岸田劉生《猫の恋》 

　

⑪
《
竹
林
七
童
図
》
紙
本
着
色
、
墨　

軸
装　

制
作
年
調
査
中　

縦
83.7
×
横
16.0
㎝

　

⑫
《
秘
画
１
》
紙
本
墨
画　

軸
装　

制
作
年
不
明　

縦
22.5
×
横
36.6
㎝

　

⑬
《
秘
画
２
》
紙
本
墨
画　

捲
り　

制
作
年
不
明　

縦
37.7
×
横
50.9
㎝

　

⑭
《
画
稿
１
（
茄
子
）》
着
色
、
紙　

捲
り　

制
作
年
調
査
中　

縦
131.0
×
横
34.5
㎝

　

⑮
《
画
稿
２
（
婦
人
像
）》
墨
、
紙　

捲
り　

制
作
年
調
査
中　

縦
83.8
×
横
34.5
㎝

　

⑯
《
画
稿
３
（
山
水
図
）》
墨
、
紙　

捲
り　

制
作
年
調
査
中　

縦
132.0
×
横
34.3
㎝

　

⑰
《
画
稿
４
（
狗
）》
墨
、
紙　

捲
り　

制
作
年
調
査
中　

縦
38.9
×
横
49.0
㎝

　
　

�

こ
の
画
稿
は
、
１
９
２
３
年
制
作
の
院
体
風
写
生
描
法
に
よ
る
《
白
狗
図
》
の
草

稿
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

⑱
《
画
稿
５
（
花
）》
墨
、
紙　

捲
り　

制
作
年
調
査
中　

縦
39.3
×
横
27.3
㎝

　

⑲
《
画
稿
６
（
冬
瓜
と
葡
萄
）》
墨
、
紙　

制
作
年
調
査
中　

縦
39.7
×
横
49.6
㎝

　
　

�

こ
の
画
稿
は
、
１
９
２
６
年
制
作
の
宋
元
画
風
の
描
法
に
よ
る
《
冬
瓜
茄
子
図
》

の
構
図
と
の
類
似
性
が
窺
え
ま
す
。

　

⑳
《
画
稿
７
》
着
色
、
紙　

捲
り　

制
作
年
調
査
中　

縦
45.8
×
横
58.9
㎝

　

㉑�

『
造
形
藝
術
の
二
要
素
』（
劉
生
自
筆
原
稿
）
墨
、
鉛
筆
、
着
色　

紙　

巻
子　

１
９
２
６
年
（
大
正
15
）
10
月　

縦
24.1
×
横
342.0
㎝

　

こ
の
原
稿
は
岡
山
市
教
育
四
十
年
を
記
念
し
て
、
同
市
深

小
学
校
で
「
造
形
藝
術

の
二
要
素
」
に
つ
い
て
講
演
し
た
も
の
で
す
。
所
々
に
劉
生
に
よ
る
朱
字
の
チ
ェ
ッ
ク

が
あ
り
、
リ
ア
ル
感
に
あ
ふ
れ
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。
以
上
が
杉
本
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に

含
ま
れ
る
岸
田
劉
生
関
係
の
作
品
お
よ
び
資
料
で
す
。
こ
れ
ら
の
作
品
類
の
う
ち
一
部

は
展
覧
会
で
公
開
さ
れ
た
も
の
も
あ
り
ま
す
が
、
多
く
は
未
公
開
の
も
の
と
い
え
ま
す
。

と
く
に
劉
生
が
描
い
た
秘
画
や
滑
稽
画
そ
し
て
草
稿
画
な
ど
は
一
般
的
に
は
目
に
触
れ

る
機
会
は
無
か
っ
た
と
い
え
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
私
自
身
、
劉
生
の
画
論
を
述
べ
た
自

筆
原
稿
を
見
る
の
は
初
め
て
の
こ
と
で
、
あ
ら
た
め
て
杉
本
と
劉
生
の
関
係
の
深
さ
を

垣
間
見
た
思
い
で
す
。
な
お
、
劉
生
の
画
論
の
原
稿
は
、
杉
本
が
観
音
院
の
上
司
海
雲

か
ら
譲
ら
れ
た
も
の
で
す
。

　

杉
本
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
は
、
注
目
す
べ
き
作
品
と
し
て
劉
生
作
品
の
ほ
か
に
冒
頭
に
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⑫　岸田劉生《秘画１》 ⑬　岸田劉生《秘画２》 

⑭　岸田劉生《画稿１》 ⑮　岸田劉生《画稿２》 
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⑲　岸田劉生《画稿６》 ⑱　岸田劉生《画稿５》 

⑰　岸田劉生《画稿４》 

⑯　岸田劉生《画稿３》 
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